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　9月10日、造り物審査会が行われ、2年連
続で金賞に輝いた下市連合の大造り物。
　通潤橋を背にスティービーワンダーがピア
ノを奏でています。ひょっとしたら音が聞こ
えてくるような気にもさせるほどのリアルさ
がみなさんをファンタジーの世界に誘います。



〒861-3515　上益城郡山都町城平954番地
tel：0967-72-0024　fax：0967-73-1030

八朔祭り　
　９月３日（土）に行われた八朔祭りに、矢部高校から普通科１年、食農科学科１年が総踊りに、
緑科学科１・２年が大造り物の引き廻しに参加しました。今年は、緑科学科全員で、「熊本は僕
が守るモン」を製作しました。くまモンが地震を起こしているナマズを通潤魂の要石で押さえ
つけて地震を鎮めている様子を表現し「地震に負けない」という強い思いを込めて製作しました。

○初めての大造り物製作をした感想
　園田君（緑科学科１年　砥用中出身）
　私は最初どのようにして大造り物が完成するのか全くイ
メージできませんでした。先生方の指示を聞いて、製作に打
ち込みましたが、スギの皮貼りなど難しく、なかなかスムー
ズに進みませんでした。しかし、完成に近づくにつれ、手順
を覚えスムーズに製作することができました。また、苦労し
て作り上げた大造り物が完成し、実際に引き廻す中で町の方々
が「上手だね」と言って下さったことがとても嬉しかったです。
　小田君（緑科学科１年　矢部中出身）
　私は初めて大造り物の製作や引き廻しをしました。最初は
大造り物が作れると、わくわくしていましたが、実際に作っ
てみると、竹ひごやスギの皮切りなど材料作りにとても手間
がかかり大変だと思いました。しかし、時間をかけ一生懸命
製作した大造り物が完成した時の達成感は今でも忘れません。
また、実際に引き廻した時に周りの方から「すごい」と言われ、
自信を持って引き廻すことができました。

矢部高校文化祭 開催のお知らせ
日程：11月12日（土）

　９：３０～　農産物・木工品販売、各団体企画
１０：３０～　バザー
１４：００～　合唱コンクール
駐車場：晴天時　グラウンド
　　　　雨天時　トラクタ練習場（えびすぱーな横）

中学生体験入学　
　８月 22 日（月）に 61 名の中学生が矢部高校体験入学に参加しました。校長や生徒会長の挨
拶の後、体験学習が行われました。食農科学科では、お菓子製造を行い、矢部高校で栽培した
カボチャやブルーベリーを使ったクッキーを製作・農業見学を行いました。緑科学科では、緑
の資源を活用し和紙製作を行ったり、通潤橋模型の他、緑科学科で製作した木工製品の説明な
どを高校生が説明しました。普通科では、英語の模擬授業でＡＬＴのスチュワート先生も参加
して、グループに分かれて「矢部高校 questions!」を行いました。
　中学生の感想には、先輩たちが夢に向かって頑張っている様子がわかり、それぞれの学科で、
どのような事を学べるのかが分かりました。学校の雰囲気が良かったなど書いてくれました。

町長室から　工藤  秀一
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・問い合わせ先
YOU&YOU事務局（役場　山の都創造課）
　山本・𠮷田
【専用電話】
　090-9565-9589
【専用アドレス】
　marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp
【専用アドレス携帯】
　you_and_you.@docomo.ne.jp

荒木 博道  相談員（須原）
TEL：82-2682

緑科学科での和紙製作の様子 食農科学科でのお菓子製作の様子 普通科での英語の授業の様子
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山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.police.pref.kumamoto.jp/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

犯罪・交通事故発生状況（山都町）

（　）内は平成２７年同時期の発生状況

事件・事故
刑法犯

人身交通事故

６件　（１件）

２件　（３件）

平成２８年８月中

ドライバーの皆さん！前照灯の早め点灯をお願いします！！

◎　全国重点
　・　子どもと女性の犯罪被害防止
　・　特殊詐欺の被害防止
◎　県重点
　　侵入窃盗の被害防止
◎　山都警察署重点
　　特殊詐欺の被害防止
◎　スローガン
　　「みんなでつくろう安心の街」
※　平成23年以降、全国での設定はありません
が、本県はそれ以降も引き続き同スローガン
を県重点として活動しています。

『秋の日は釣瓶落とし』
　日の入りが日に日に早くなっています。夕暮れ時の交通事故を防止するため、ドライバーの皆
さんにあっては　　　　　　　　○　前照灯（ライト）を早めに点灯！
歩行者の皆さんにあっては　　　○　反射材の着用やライトの所持！
をお願いします。

チェック！

　｢みんなでつくろう安心の街｣をメインスローガンに10月11日（火）から10月20日（木）
までの10日間、「全国地域安全運動」が実施されます。
　この運動は、犯罪のない安全な社会を実現するために、防犯協会をはじめとする関係機関、
自治体、防犯ボランティア団体等と警察が連携し、各地でパトロールや防犯キャンペーン
などに取り組むものです。

全 国 地 域 安 全 運 動 の 実 施
～安全で住みよい地域社会の実現を目指して～

車の前照灯（ライト）は
上向き（ハイビーム）が原則です！！

　道路交通法第52条に、車両等は、夜間にライトを点灯す
ることが規定されています。その中で、対向車や前を走る
車などの交通を妨げる場合において、下向きにするなど、減
光措置をとるように定められているのです。

山都町光情報通信基盤整備事業　第１弾

矢部局エリア光インターネットサービス矢部局エリア光インターネットサービス
平成28年10月31日（月）サービス提供開始！平成28年10月31日（月）サービス提供開始！

○矢部局エリア整備完了！
　現在整備中の光情報通信基盤整備事業において、第１弾として、NTT矢部交換局※エリ
アの光インターネットサービスが提供開始されます。
※NTT矢部交換局の対象電話番号：72局０～４千番台、73局０～１千番台
○利用可能サービス
　光ファイバー網を利用したインターネット・電話・映像配信サービス等が利用できる
ようになります。
○利用するには？
　サービスを提供する通信事業者（NTT西日本又は各光コラボレーション事業者）に、
直接各家庭からの加入申し込みが必要です。
○加入申し込み開始日は？
　平成28年10月19日（水）から受付開始となり、光回線開通工事は、同年10月31日（月）
から順次開始されます。
○他のエリアのサービス提供開始時期は？
　今後の予定として、NTT清和・蘇陽交換局は、平成29年４月末頃、NTT下矢部・金内・名
連川・柏交換局を平成30年４月末頃のサービス提供開始を予定しております。
○光コラボレーション事業とは？
　NTT西日本から光回線を借り受けて、提供する光アクセスサービスと、自ら提供する
様々なサービスを組み合わせ、お客さまに、より便利なサービスを提供していく事業者
のことです。
　光コラボレーション事業者が提供する光アクセスサービスを「コラボ光」といいます。
　詳しくは（http://fl ets-w.com/collabo/）をご確認ください。
○住民説明会の開催について
　サービス提供開始に先立ち、利用料金等の内容も含めた説明会を開催いたします。当
日会場にてサービス申し込みも可能です。説明時間は１時間程度で、NTT西日本熊本支
店及び光コラボレーション事業者からのサービス説明も予定しております。

　・場　所　矢部保健福祉センター　千寿苑ホール
　・日　時　平成28年10月22日（土）　・午後３時～　　・午後６時～
　　　　　　平成28年10月23日（日）　・午前10時～　　・午後１時～
■フレッツ光サービスに関するお問い合わせ
　NTT西日本　 0120-116-116
　　　　　　　（午前９時～午後５時）
■コラボ光に関するお問い合わせ
　（http://fl ets-w.com/collabo/）を
　ご確認ください。
■光情報基盤整備事業に関するお問い合わせ
　山都町役場企画政策課情報係　72-1214
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至御船町・熊本市

至西原村

至宮崎県高千穂町

山都警察署

至
宇
城
市

至
高
森
町

中島小学校

平成27年５月発生

平成28年５月発生（速度起因）

平成25年８月発生平成22年９月発生

平成26年２月発生

平成23年３月発生

平成27年３月発生（速度起因）

潤徳小学校
山都警察署

御岳小学校

【国道445号】

【国道218号】

【国道265号】

【国道325号】

矢部小学校

清和小学校

～重点路線（国道218号）
～重点路線（国道445号）
～重点路線（国道265号）
～重点路線（国道325号）

凡　　例

速度超過が関係する人身事故等の発生状況（平成27年～平成28年6月）

～死亡事故発生箇所（H22～H28.6）

～人身事故発生箇所（H27～28.6）
～速度超過が関係する人身事故
　発生箇所（H27年～H28.6）

蘇陽南小学校

蘇陽小学校
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重点路線 重点時間帯 区　　間 規制速度

国道 218号 6:00 ～ 21:00 川野～仏原、白小野～南田 50キロ

国道 445号 6:00 ～ 21:00 北中島～上寺 40／ 50キロ

国道 265号 6:00 ～ 21:00 菅尾～長谷 50キロ

国道 325号 6:00 ～ 21:00 東竹原～柳 50キロ

◎山都警察署管内は、国道 218 号、国道 445 号、国道 265 号等の幹線道路が東西南北に走っており、総
延長距離が長く、直線道路とカーブが交互に繰り返すという道路事情から速度超過が関係する交通事
故が多発している。

　　また、山都警察署管内は、熊本県宮崎県とを結ぶ物流や観光の通過地点であるが、「熊本地震」の影
響により交通量が増加しており、管轄外居住者による交通事故が多発している。

◎平成 23 年から平成 28 年６月末までの人身事故 200 件中、131 件（65％）が国道で発生している。
◎平成 27 年３月に山都町東竹原の国道 325 号で発生した死亡事故は、速度超過を一因として、ハンドル
操作を誤り、対向車線にはみ出し、対向車と衝突した事故である。

◎平成 28 年５月に山都町白小野の国道 218 号で発生した死亡事故は、速度超過を一因として、左カーブ
を進行する際、右側のガードレールや電柱に衝突し、水田に転覆した事故である。

○飲酒運転・歩行者妨害・信号無視・一時不停止等、交通事故に直結する違反の取締りを強化し、通行
区分（追い越し）違反・携帯電話使用等違反等、その他の違反についても、随時、取締りを実施する。

○シートベルト違反等、被害軽減のための交通違反の取締りも、随時、実施する。
○管内が広大であることから、交通機動隊との連携による取締りのほか、赤色灯を点灯させた白バイ・
パトカーによる街頭活動も、随時、実施する。

○平成 27 年３月と平成 28 年５月に発生した死亡事故は、隣接の警察署に近い場所で発生したことから、
隣接警察署と連携した取締りも実施する。

◎国道での事故が全体の約 65％を占めて
いる。
◎概ね午前６時から午後９時までの時間
帯に事故が発生している。
◎速度超過超過が関係する人身事故が、
10 件（22％）発生し、そのうち９件が
国道で発生している。
◎平成 28 年５月発生の死亡事故は、速度
超過が一因の事故である。
◎死亡事故は、平成 22 年から７件発生し
そのうち４件が国道で発生している。

　次の路線、時間帯を重点に速度違反の取締り活動を推進する。
　ただし、重点以外の路線、時間帯であっても、必要に応じて速度違反の取締りを実施する。

人身事故等の発生状況（平成 27 年～平成 28 年６月）

※速度超過や追越しなど無謀運転等の取締り要望等が多数寄せられている。取締り要望

交通事故実態等の分析結果

その他の取締り要点

速度取締りの重点

速度取締り指針（平成28年第２期）

国道218号
国道445号
国道265号
国道325号
他の路線

時間

件数

1

0

2

3

0 2 4 6 8 10121416182022
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●お問い合わせ　本館：73-1616　清和分館：82-3033　蘇陽分館：73-2755
●火曜日～金曜日 ： 午前10時～午後6時まで　土曜・日曜日 ： 午前10時～午後5時まで
●休館日　全館共通：月曜日・月末日・祝日・年末年始

　8月23日、図書館各館において「一日司書体験」を行いました。これは、町内在住の小学校5年生以上を対象
に、図書館のお仕事を体験してもらおうという企画です。今年は４名の小学生が体験してくれました。
　先ず参加者は、藤川図書館長より「任命書」を授与されました。それからスタッフより説明を受け、掃除や棚整
理、貸し出し返却、新刊の登録とブックコートフィルム貼り、そしておすすめの本に「帯」を作る体験に取り組みま
した。作成した「帯」は図書館に展示中です。この体験を通して、もっと図書館を好きになって
もらえればと思いました。

職業体験として矢部中学生が
本館に勤務しました

一日司書体験を開催しました

　9月7日～9月9日に、「職場体験」として矢部中学校の2名の生
徒が、本館にて図書館の仕事を体験学習しました。図書館の業務
だけでなく、おすすめの本を紹介するブックレターを作成し、秋に
関する本を集めたコーナーづくりなどを手伝ってくれました。この
コーナーは本館にて展開中ですので、ぜひご覧下さい。

★平成２８年11月の移動図書館車わくわく号運行予定★

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

※蘇陽地区の11月の移動図書巡回は、移転作業中の為中止とさせて頂きます。

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間

11月15日（火）  小峰保育園（午前10時～）　緑川簡易郵便局（午前10時40分～）

　　　　　　　清和支所（午後0時30分～）　清和中（午後1時10分～）

　　　　　　　大川保育園（午後1時30分～）　清和学童（午後3時～）

11月16日（水） 山都消防署（午前10時～）　井無田公民館（午前10時30分～）　井無田診療所横（午前11時～）

　　　　　　　原尻公民館（午前11時30分～）　清和小学校（午後1時）

　　　　　　　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

矢部地区　※11月23日が祝日の為11月22日に巡回を行います
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間

11月22日（火）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）　島木のお店（午前11時～）

　　　　　　  矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）

　　　　　　  大地（午後3時～）

11月24日（木）  御所保育園（午前9時40分～）　稲生野（午前10時15分～）　山風華（午前10時45分～）

　　　　　　 山都町役場（午後0時30分）　　あおぞら（午後1時35分～）　富士ラーメン（午後2時～）

11月25日（金）  風ノ木（午前10時～）　浜美荘（午前10時35分～）　千寿苑（午後0時30分～）

　　　　　　 大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　彩雲苑・すみれ（午後2時～）

　平成28年10月24日（月曜日）～平成28年11月22日（火曜日）の日程において、山都町立
図書館蘇陽分館は休館となります。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力のほど宜しく
お願い致します。

※本館・清和分館は通常通り開館しております。
※本の返却は各館返却ボックスまたは、本館・清和分館へお持ちください。
※馬見原公民館の返却ボックスは11月21日（月曜日）までご利用頂けます。
※移動図書館車わくわく号の巡回コース「馬見原公民館」が12月7日（水曜日）
　午前11時から始まります。
※蘇陽分館休館中のお問い合わせにつきましては、本館・清和分館・教育委員会
　（72-0443）までご連絡下さい。

清和分館 本館
蘇陽分館

　職場体験に臨んだ村山実希さんと蒲池水面さん
からお礼の手紙と体験内容を一枚の新聞に記事と
してまとめた作品が送られてきました。すばらしい
出来栄えに驚きです。この体験で得たことを今後い
ろんな場面で活かしてほしいと思います。
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　平成27年度決算のあらましについてお知らせします。　平成27年度決算のあらましについてお知らせします。
　平成 27年度一般会計の歳入総額は、129億 7,932 万 9千円、歳出総額は124億 7,172 万 2　平成 27年度一般会計の歳入総額は、129億 7,932 万 9千円、歳出総額は124億 7,172 万 2
千円でした。平成 26年度と比較すると、歳入は8億 3,792 万 9千円の減（対前年比6.0％減）、千円でした。平成 26年度と比較すると、歳入は8億 3,792 万 9千円の減（対前年比6.0％減）、
歳出は7億 6,578万 2千円の減（5.8％減）となりました。歳出は7億 6,578万 2千円の減（5.8％減）となりました。

【
歳
入
】

　

歳
入
減
少
の
主
な
要
因
は
、
前
年

度
に
新
庁
舎
建
築
に
か
か
る
庁
舎
建
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ら
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金
が
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６
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９
万
９
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円
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っ
た
こ
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と
、
町

債
が
、
そ
の
借
入
を
抑
え
た
こ
と
で
、

１
億
９
３
６
０
万
円
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少
し
た
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す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
合
併
特

例
の
縮
減
が
始
ま
り
、
１
億
９
４
６

万
２
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
合

■人件費
　2,358,889 千円
　（18.9％）

■扶助費
　1,188,318 千円（9.5％）

■公債費
　1,432,958 千円
　（11.5％）■物件費

　1,711,118 千円
　（13.7％）

■維持補修費
　68,651 千円（0.6％）

■補助費等
　1,772,517 千円
　（14.2％）

■投資・出資金・貸付金
　3,120 千円
　（0.0％）

■繰出金
　1,345,705 千円
　（10.8％）

■積立金
　185,481 千円（1.5％）

■投資的経費 2,404,965 千円（19.3％）
　　普通建設事業 2,277,671 千円（18.3％）
　　災害復旧事業 127,294 千円（1.0％）

義務的
経費 ■議会費 101,243 千円（0.8％）

■総務費
　1,855,297 千円
　（14.9％）

■民生費
　3,247,899 千円
　（26.0％）

■衛生費
　969,305 千円
　（7.8％）

■農林水産業費
　1,272,219 千円
　（10.2％）

■農林水産業費
　1,272,219 千円
　（10.2％）

■商工費
　409,129 千円（3.3％）

■土木費
　1,843,448 千円
　（14.8％）

■教育費
　608,099 千円
　（4.9％）

■災害復旧費
　126,677 千円（1.0％）

■公債費
　1,432,958 千円
　（11.5％） ■諸支出金 185,481 千円（1.5％）

■消防費
　419,967 千円
　（3.3％）

舎
関
係
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算
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器
等
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入
費
が
あ
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、
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７
４
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９
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計
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こ
の
指
標
が
基
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値
を
超
え
る
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合
は
、
財
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健
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定
が
必
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■町税 1,104,708 千円（8.5％）
　　町民税 413,354 千円
　　固定資産税 551,068 千円
　　軽自動車税 54,175 千円
　　町たばこ税 83,364 千円
　　入湯税 2,747 千円

■その他 546,014 千円（4.2 ％）
　　分担金・負担金 109,953 千円
　　使用料・手数料 88,357 千円
　　財産収入 66,241 千円
　　寄附金 132,212 千円
　　諸収入 149,251 千円

■繰越金
　399,754 千円（3.1％）

■各種譲与税等
　596,353 千円（4.6％）

■県支出金
　1,314,568 千円
　（10.1％）

■町債
　587,600 千円（4.5％）

■繰入金
　245,024 千円
　（1.9％）

■地方交付税
　6,667,928 千円
　（51.4％）

■地方交付税
　6,667,928 千円
　（51.4％）

■国庫支出金
　1,517,380 千円
　（11.7％）

自主財源
2,295,500 千円

17.7%

自主財源
2,295,500 千円

17.7%

依存財源
10,683,829 千円

82.3%

性質別経費

目的別経費

■繰越金

129億7,932万9千円

124億7,172万2千円
一般会計 歳入総額

一般会計 歳出総額
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も
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く
、
前
年
度
に
新
庁

平成27年度　決算
問い合わせ　総務課財政係　（72－1111）

　　　　　　　　平成27年度　特別会計等決算　　　　　（単位：千円）
歳　　　入 歳　　　出

国 民 健 康 保 険 3,261,590 3,183,203
後 期 高 齢 者 医 療 224,667 220,640
介 護 保 険 2,811,316 2,684,369
国 民 宿 舎 81,412 71,432
住宅新築資金等貸付事業 6,049 610
簡 易 水 道 432,840 420,566

水 道 事 業
（収益的）　　79,453（収益的）　　69,208
（資本的）　　　　734（資本的）　　21,017

病 院 事 業
（収益的）    961,177（収益的）    980,193
（資本的）　　16,636（資本的）　　32,598

　　　　　 　財政分析指標（普通会計）　　（単位：千円、％）
区分 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 H27

地 方 債 現 在 高 12,158,705 11,312,927 10,336,479 9,709,090 8,975,055
基 金 残 高 3,323,414 2,891,759 3,167,441 2,369,635 2,503,404
う ち ふ る さ と
応 援 基 金 残 高 5,390 5,917 5,628 6,829 88,961

歳 入 総 額 13,529,400 14,399,526 12,641,434 13,822,996 12,985,378
歳 出 総 額 12,718,465 13,744,843 12,037,826 13,238,114 12,472,332
歳 入 歳 出 差 引 810,935 654,683 603,608 584,882 513,046
実 質 収 支 393,545 405,242 357,071 356,184 293,265
実 質 単 年 度 収 支 △ 88,079 △ 161,809 △ 115,325 △ 336,541 △ 291,370
標 準 財 政 規 模 8,443,021 8,388,532 8,351,653 8,173,340 8,130,275
財 政 力 指 数 0.193 0.190 0.192 0.194 0.197
実 質 収 支 比 率 4.7 4.8 4.3 4.4 3.6
経 常 収 支 比 率 84.1 84.2 84.3 84.9 84.9
※ふるさと応援基金とは、ふるさと応援寄附金を積み立てたものです。

健全化判断比率と資金不足比率

区　　分
本町の
比 率

早期健全
化 基 準

財 政 再
生 基 準

実 質 赤 字 比 率 － 13.72 20.00
連結実質赤字比率 － 18.72 30.00
実質公債費比率 6.8 25.00 35.00
将 来 負 担 比 率 28.5 350.00

公営企業におけ
る資金不足比率

水 道 事 業 会 計 －

20.00
病 院 事 業 会 計 －
簡易水道特別会計 －
国民宿舎特別会計 －
※実質収支及び連結実質収支等が黒字である場
合はそれぞれの比率は「－」で表示されます。
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0
平成20年度

40件
27件 20件 13件 14件 18件 22件

5,768件

127,033千円

710千円
525千円

630千円

1,155千円

1,995千円

1,648千円

件数 金額
各年度の寄附件数と寄附金額

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

500

1,000

1,500

2,000

100,000

120,000

140,000

0

50

100

150

200

5,000

6,000

7,000
（千円） （件）

1,200千円1,200千円

事　　　　業　　　　名 事業費（千円）

【総務費】

地籍調査事業（実施面積 31.85 ｋ㎡） 274,044 千円

コミュニティバス運行事業 132,910 千円

地域づくり対策事業（自治振興区・まちづくり事業） 39,656 千円

光情報通信基盤整備事業 40,000 千円

個人番号カード交付事業（申請 1,093 件） 4,661 千円

【民生費】

臨時福祉給付金給付事業（4,226 人） 25,356 千円

子ども医療費助成事業（17,798 件） 36,722 千円

出産祝い金（61人） 4,310 千円

老人クラブ活動助成事業（連合会・単位老人クラブ 58） 9,370 千円

敬老祝い金事業（202人） 2,220 千円

【衛生費】

健康診査事業（延べ 23,364 人） 59,644 千円

浄化槽設置整備事業（50基） 21,106 千円

塵芥処理事業（小峰クリーンセンター） 177,936 千円

【農林水産業費】

阿蘇火山活動降灰地域緊急支援事業 12,252 千円

中山間地域等直接支払制度事業（166集落） 331,290 千円

多面的機能支払交付金事業（25組織） 227,147 千円

有害鳥獣捕獲事業（捕獲隊助成金等） 57,803 千円

山都町森林整備推進事業（間伐・下刈等） 15,102 千円

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（浦田水路） 15,380 千円

【商工費】

店舗改修事業補助金（８件） 1,900 千円

プレミアム付き商品券発行事業 43,718 千円

観光施設運営・支援事業（９施設） 78,500 千円

食農観光塾事業（24名受講） 4,750 千円

山の都ブランド化推進事業 7,704 千円

【土木費】

町道維持工事（47路線） 137,701 千円

道路新設改良単独事業（12路線） 183,039 千円

大矢野原演習場周辺民生安定事業（２路線） 217,107 千円

社会資本整備総合交付金事業（６路線・道路点検等） 632,404 千円

【消防費】

火災予防・消防団活動事業 59,918 千円

消防小型可搬ポンプ整備事業（８台） 12,312 千円

【教育費】

学校教育施設整備費（小学校７件、中学校３件） 10,020 千円

地区集会所改修等補助金（20件） 4,033 千円

矢部高校応援・助成事業 4,005 千円

平成 2 7年度　　主　要　事　業ふるさと応援寄附金の寄付実績

累計寄附件数５，９２２件
累計寄附金額１３４，８９６，３１０円
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平成27年度使途別寄附金状況
※寄附金の指定は複数選択することが可能です。

■②観光資源を活かした
　まちづくりに関する事業
　（350件）

■②観光資源を活かした
　まちづくりに関する事業
　（350件）

■③地場産業の育成と雇用の
　促進に関する事業
　（541件）

■③地場産業の育成と雇用の
　促進に関する事業
　（541件）

■④健康で安心・安全に暮らせる
　まちづくりに関する事業
　（348件）

■④健康で安心・安全に暮らせる
　まちづくりに関する事業
　（348件）

■⑤将来を担う子どもたちの
　健全育成に関する事業
　（1,631 件）

■⑤将来を担う子どもたちの
　健全育成に関する事業
　（1,631 件）

■⑦指定をしない
　（町長が指定を行います）
　（1,762 件）

■⑦指定をしない
　（町長が指定を行います）
　（1,762 件）

■⑥生涯学習の推進と文化・
　芸術の振興に関する事業
　（56件）

■⑥生涯学習の推進と文化・
　芸術の振興に関する事業
　（56件）

■①自然環境の保全と
　景観づくりに関する事業
　（1,150 件）

■①自然環境の保全と
　景観づくりに関する事業
　（1,150 件）
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　平成27年度の国民健康保険特別会計の決算状況は、歳入が32億6,200万円（対前年度比10.4％増）歳出
が31億8,300万円（対前年度比10.8％増）となりました。歳入、歳出差し引き7,800万円のうち、一部を国保
財政調整基金に積み立て、残額を平成28年度に繰越しました。
　歳入の主なものは、国・県支出金で9億7,000万円（対前年度比1.4％増）で歳入の約3割を占めています。
　国民健康保険税は5億7,200万円（対前年度比6.6％減）で歳入の約2割を占めており、医療費の重要な財
源となっています。
　歳出の主なものは、医療費の支払となる保険給付費で約18億9,700万円（対前年度比0.7％増）で歳出の
約6割を占めています。
　後期高齢者支援金や介護納付金、高額な医療費等の支払のための共同事業拠出金とあわせると歳出の
約９割強を占めています。
　山都町では国保財政運営の健全化に向け、平成26年度に国保税の改正を行うとともに医療費の抑制の
ため特定健康診査事業を住民検診や節目検診と一体的に実施し、増加する生活習慣病や重症化予防に取
り組みました。

　平成27年度の国保世帯数は、平成27年度平均で3,235世帯となり、前年度より102世帯、3.1％の減少と
なりました。
　また、被保険者数は、平成27年度平均で5,776人となり、前年度より254人、4.2％の減少となりました。
　なお、本町の人口に占める割合は、36.1％となっています。
　世帯数、被保険者数は、少子高齢化による人口の減少や後期高齢者医療制度への移行等により逓減傾向
になっています。

　平成27年度における一人当たりの医療費は387,936円で、一人当たり国保税は98,178円となりま
した。

　平成27年度決算における基金残額は約１億円
です。人口の年齢構成が年々老齢化し、それによる
受診率や医療費の増加が見込まれる中、一定額の
基金を確保していくことが重要になってきます。

◆医療費の適正化のために
①かかりつけ医を持ちましょう。
②休日、夜間の受診や重複受診は避けま
しょう。
③小児救急電話相談を利用しましょう。
　（＃8000）
④ジェネリック医薬品を利用しま
しょう。

◆特定健診・特定保健指導を受け
ましょう
　対象者（40歳以上75歳未満の国保
の被保険者）の方は、年に１回必ず受
診して、ご自身の健康管理に役立てま
しょう。

平成27年度国民健康保険特別会計決算報告について平成27年度国民健康保険特別会計決算報告について

～依然として厳しい財政状況が続いています～

～国民健康保険の加入状況～

～一人当たりの医療費と国保税～
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【基金の推移】

【国保世帯数・被保険者数の推移】

～歳入歳出決算状況～

【一人当たり医療費と国保税の推移】

諸収入
21,472
1％

国民健康保険税
572,318
17％ 使用料及び手数料

160
0％

保険給付費
1,897,487
59％

後期高齢者支援金
307,322
10％

介護納付金
151,283
5％

共同事業拠出金
789,485
25％

前期高齢者納付金
193　0％

老人保健拠出金
15　0％

保健事業費
21,577
1％

基金積立金
140　0％

諸支出金
7,142　0％

予備費
0　0％

総務費
8,559
0％

国庫支出金
805,971
25％

（単位：千円）

（単位：千円）

療養給付費交付金
67,136
2％

前期高齢者交付金
532,485
16％

県支出金
163,816
5％

共同事業交付金
806,661
25％

財産収入
141
0％

繰入金
218,654
7％

繰越金
72,776
2％

【歳入】【歳入総額 3,261,590 千円】

【歳出総額 3,183,203 千円】 【歳出】
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今できることを今できることを

みんなのみんなの

元気を、笑顔を元気を、笑顔を

発信。発信。

　江戸中期から約250年の歴史を誇る八朔祭は、旧暦８月１
日（八朔）の日に始まり五穀豊穣・豊年祈願の祭りとして代々
受け継がれてきました。商家の人たちが農家の人をねぎらい、
手厚いおもてなしを行ったことに由来します。八朔祭のために
つくる大造り物は竹・杉・すすき・松笠などの自然の材料を使
い、各連合が競い合います。
　９月２日、前夜祭、３日の各小学校による鼓笛隊や各団体に
よるおどりが口火を切り開催された八朔祭は、台風が接近して
いる中でしたが、参加した人たちを始め、鼓笛隊の演奏やおど
りに見入るお客さんも多く、開催される喜びに盛り上がりを見
せました。
　９月10日、台風12号で延期になった造り物の引き廻しでし
たが、会場は全ての造り物が集結し、引き廻しでは見ることの
できない大集結にお客さんは大興奮の様子でした。思い思いに
写真を撮る人もいれば、「材料は何ですか？」など
各連合に質問する人もいました。
　この日は一斉に審査と各連合の造り物の紹介も
行われ、製作にかかった期間や見てほしい
こだわり、それぞれの復興へ向けた
メッセージも語られました。

【金賞】　下市連合組
　今・だから山都町2016

【銀賞・大造り物賞】　浦川連合組　「復興　願う　守護の龍」

【銅賞】　大川町・下大川連合組　「封鯰」

水道町・城見町・新町上連合組
光雲（幸運）の猿（縁）

仲町上連合組
　凶を廃して、吉と成す！福来（復興）麒麟山都町に現る！

下馬尾連合組
絆　－繋ぐ未来、笑顔の熊人－

矢部高校
熊本は僕が守るモン

新町中連合組
せいしょこさんのなまず退治（清正公）

仲町下連合組
山都町に　こーい　鯉

山都町役場
戦うしんさい（闘牛）

矢部小学校
ヤベオン「元気　笑顔　平和」

矢
部
の

矢
部
の八

朔
祭

八
朔
祭
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品評会で見事１等を獲得された方々を紹介します。
　出品された野菜はどれも品質や揃いがとてもよく、立派な
もので、生産者の努力がうかがえるものばかりでした。
果樹の部（栗） ………………………増田志津美（滝上）
野菜の部（トマト） …………………高橋俊行（鶴ケ田）
　　〃　　（ピーマン） ………………戸髙義治（安方）
　　〃　　（バラエティートマト） …藤本信男（入佐）
ニラの部………………………………藤田幸也（田吉）
その他野菜……………………………飯星武弘（小笹）
穀物の部………………………………渡邊敏子（木原谷）
乾物の部………………………………渡邊洋子（木原谷）
栗部門　大きくて色の光沢があり、揃いがよいもので、他より優
れたものが入賞しました。

野菜部門　玉ぞろい・着色・キズ等の有無を中心に品質だけでは
なく、並べ方や調整の仕方を評価し、選びました。

穀物・乾物部門　粒や製品の揃い・形・艶など総合的に考慮して
入賞品を決定しました。

清和文楽の清和文楽の

里まつり里まつり

農産物
品評会

①②

⑪

⑫
⑬

⑭

⑯ ⑮

③④
⑤

⑦ ⑥

⑧⑨⑩

　ステージイベントの他にも家族の思い出
作りにもなる「イス作り」や子どもたちが悪
戦苦闘の「ヤマメのつかみ取り」も行われま
した。また、ステージを取り囲むようにさま
ざまなごちそうも並び、大変盛り上がりを見
せていました。

①②大道芸師春ちゃん
③④くまモンショー
⑤保育所によるステージ
⑥⑦⑧⑨⑩
　太鼓演奏によるステージ
⑪清和文楽人形
⑫⑬⑭会場の様子
⑮ヤマメのつかみ取り
⑯木工教室（イス作り）

　９月11日、清和文楽邑で行
われた清和文楽の里まつり
は、熊本県に残る唯一の人形
芝居が無料で見られるとい
うこともあり開演前から行
列ができるほどのお客さん
が来られました。公演ではま
るで人の様な動きを見せる
人形に観賞されたお客さん
は大喜び。人形と写真を撮っ
たり、人形の動かし方を聞い
たりしていました。また、ス
テージでは様々な催しが行
われ、くまモンショーでは子
どもたちが大興奮。大きな声
で「くまモーン！」と呼んで
いました。

復興を願い
　町内外から5団体による太鼓演奏はオープニ
ングの緑仙太鼓をはじめとし、清和太鼓・若葉太
鼓・伝統芸能雅太鼓（秀岳館）・大津太鼓清流会が
出演されました。
　伝統芸能雅太鼓（秀岳館）と大津太鼓清流会は
お客さんにも参加してもらい会場が一つになり
ました。力強い太鼓の演奏はお客さんを魅了し、
元気づけるステージイベントとなりました。
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学校名　　　学年　　氏　　名 　　　　発　表　題　名

まちの話題
　8月18日、浜美荘で矢部高校茶道部・夏休み子ども茶
道教室の皆さん・講師の橋本早苗先生のお手前による
お茶会がありました。
　見事なお手前に入所者の方も真剣に見入っていまし
た。お茶を運ぶ茶道教室の子どもさんもやや緊張気味
でしたが、お茶を頂いた入所者からの「おいしいよ、あ
りがとう」の言葉に会場も和やかな席となりました。
　また、講師の橋本早苗先生と、「大きな栗の木下で」
を歌いながら指遊びを楽しみました。歌と一本一本指を
動かす動作がなかなか合わず笑いがあふれました。
　矢部高校茶道部代表の北野さんは「浜美荘に訪問し
ておじいちゃん・おばあちゃんにお茶会の良さを感じても
らい大変嬉しく思った。今年は熊本地震の影響で高校
総合文化祭も中止、自分達の発表がなく残念に思ってい
たが、今日は浜美荘でお茶会が出来大変嬉しく思っ
た。」と話をされました。また、夏休み子ども茶道教室の
大塚くんは「とても緊張したが、おじいちゃん、おばあ
ちゃんのニコニコした笑顔が見れて嬉しかった、また来
年も来たい」と話をしてくれました。
　入所者のみなさんは一椀のお茶と、高校生・子ども
たちとの交流に心和まされた一日となりました。最後に
お礼として浜美荘の入所者より「山都町賛歌・３６５歩の
マーチ」を感謝の気持ちを込め合唱しました。

笑顔あふれる浜美荘お茶会

　9月27日、第20回河津寅雄賞の授賞式が日赤熊本健康管理セン
ター（熊本市）で行われ、山都町包括医療センターそよう病院の甲
斐義久歯科医師が表彰を受けられました。
　この賞は県民の健康水準の向上に貢献した個人や団体に贈られ
るもので、旧蘇陽地域において行政・学校・福祉と連携し、歯科疾
患予防に貢献した活動が評価されました。

河津寅雄賞の授賞式

　8月28日、浜町体育館で保育園児、小学校低学年の
児童を対象としたバレー教室でボールに触れて体を動
かすことでスポーツの楽しさ、バレーボールの楽しさを
学ぶことを目的として第3回キッズバレーの集いが開催
されました。
　当日は、益城町のクラブチームなども含め約40名の参
加がありました。
　キッズバレーは、熊本県のキッズバレーボール推進委
員会が全国ではじめてルールやプレー方法作り立ち上
げたバレーボールの一つです。
　参加した子どもたちは、キッズバレーのために開発さ
れたキッズ体操で体をほぐした後、軽くボールに触れ
て、各チームに分かれてゲーム形式で試合や“ボールを
どれだけ落とさずにつなげるかゲーム”などを行いまし
た。子どもたちはチームで声を掛け合いながら、のびの
びと元気にプレーし、得点が決まると周りの大人と一緒
に喜ぶ姿が印象的でした。
　山都町バレーボール協会の小田原孝也会長は、「キッ
ズバレーについては熊本が発祥だが、全国的にも知ら
れていない。キッズ世代のバレーボールの普及と底辺拡
大のため、第4回以降へと繋げていき、ますます参加者
が増えるよう協会としても努力していきたい」と抱負を述
べられました。

第3回キッズバレーの集い
　9月3日、「八朔祭」開催に併せ、「全国へそのまち協議
会総会」が本町にて開催されました。
　全国各地の「へそ」、「中心」、「真ん中」を称する自
治体と、来年度以降加盟を検討されている奈良県吉野
町様をオブザーバーとしてお招きし、意見交換等を行い
ました。
　また、八朔祭本部内にて各地の特産品を集めた「観
光物産展」を開催し、魅力的な商品を前にたくさんのお
客さんで賑わいを見せていました。
※全国へそのまち協議会は、日本や各地域の中心部に位置して
いる自治体が「へそ」や「中心」、「まんなか」をキーワードに、
一緒に「まちおこしをしていこう」という会で平成9年に設立さ
れました。山都町は「九州のへそ」（商標登録）を称しています。
また、会員が全国に点在しているという地理的特性を生かし、
災害時の応援体制を定めた災害時相互応援の覚書を締結して
おり、このたびの平成28年熊本地震におきましても、会員の皆
さまから山都町へたくさんの支援を賜りました。

（協議会加盟市町村）
北海道富良野市、福島県本宮市、
栃木県佐野市、群馬県渋川市、
兵庫県西脇市、岡山県吉備中央町、
熊本県山都町、沖縄県宜野座村

全国へそのまち協議会総会

　8月24日、中央公民館で町内小学校の児
童による童話発表大会が開催されました。子
どもたちがたくさんの本や童話に親しんでも
らい、豊かな感性と人間性に富んだ児童の
育成を推進するため、毎年開催しています。
　今年の発表会には18名の児童が参加し、
4名が優秀賞を受賞しました。

町童話発表大会

　9月25日、第3回目の山都塾が開催され、ALT（外国
語指導助手）のクリスティアン・シュテーガー先生とジョ
シュア・ロジャソン先生のお二人を講師に、クイズなどを
通して楽しく英語に親しみました！
　参加者28名が5グループに分かれて、先生方それぞれ
の故郷であるドイツとアメリカの文化や暮らしに触れ、
和気あいあいと盛り上がりました。クイズの中で、ドイツ
やアメリカ生まれの商品で現在の日本の暮らしに溶け込
んでいる意外なものがあることなど、新しい発見もたく
さんありました。

英語でわくわく、
　　　コミュニケーション！

第３回　山都塾

甲斐義久歯科医師（左から３番目）

中島小学校

中島小学校

矢部小学校

矢部小学校

矢部小学校

矢部小学校

矢部小学校

矢部小学校

矢部小学校

御岳小学校

潤徳小学校

潤徳小学校

清和小学校

清和小学校

清和小学校

清和小学校

蘇陽小学校

蘇陽小学校

3

1

1

1

4

4

4

5

5

2

4

1

4

4

4

1

2
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だいじょうぶだよ、ゾウさん

かいじゅうたちのいるところ

まよなかのだいどころ

ぞうきばやしのすもうたいかい

ぼくの村にサーカスがきた

おおきなかぼちゃ

ありがとうフクロウじいさん

おりづるの旅ーさだこの祈りをのせてー

げんくろうどんのかっぱつり

なくしたぼたん

ふしぎなはなや

ちいさなとりよ

さくらいろのりゅう

まんじゅうこわい

花さき山

しりとりのだいすきなおうさま

ふしぎなキャンディーやさん

おへんじください。

優秀賞

優秀賞

最優秀賞

優秀賞

熊本　響一

渡邉　水月

梅田　利喜

本嶌　俐仁

高山　愛琉

大久保　穂香

堀 　 陽 和

大 塚 　 葵

平野　新造

品田　暖 月

藤永　凛子

藤永　佳子

本田　遥香

小坂　桔平

上村　ちひろ

小坂　心乃

後藤　希羽

山本　茉白

くまもと　きょういち

わたなべ　　み つき

うめ だ　　としのぶ

もとしま　　り ひと

たかやま　　あい る

お お く ぼ 　 ほ の か

ほり 　 　 　 ひより

おお つか 　　あおい

ひら の　　　しんぞう

し な だ 　 　 あ つ き

ふ じ な が 　 り こ

ふ じ な が 　 か こ

ほ ん だ 　 は る か

こ さか　　きっぺい

うえむら　　　　　　

こ さか 　 　ここの

ご と う 　 　 の あ

やまもと　　ましろ
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　４月の熊本地震により、重要文化財「通潤橋」では、通水
管の漏水や被覆土の亀裂などが生じたほか、度重なる地震や
豪雨により周辺の諸施設においても法面崩落やひび割れなど
の被害が確認されています。
　これらの復旧を始めるにあたり、まず初めに、通潤橋の修
理のために必要な布田神社から御小屋までの作業道路の仮復
旧を行いました。この道は、通潤橋吹上口周辺に重機を搬入
させることが可能な唯一の道路でしたが、地震により法面の
石垣が崩落し、路面のひび割れやズレが生じたため使用でき
なくなっていたものです。
　今後は、通潤橋周辺の法面崩落箇所の復旧などに取り掛か
ります。通潤橋本体については、地震による橋の変位状況調
査の準備を行なっています。

　９月 26日、下益城郡美里町のダム湖畔において、仏像（茶色、一躯）が拾われました。この仏像は、平成
28年 12月 27日まで遺失物として宇城警察署に保管されています。お心当たりがあられる方は、宇城警察署
にお問い合わせください。
【問い合わせ先】　◆宇城警察署　会計課　［電話］0964-33-0110（内線 232）

大 根 サ ラ ダ

各畜産共進会が開催されました
　９月15日に「第67回南阿蘇畜産共進会」が、９月17日に「第14回宇城・上益城地域統一畜産共
進会」がそれぞれ開催され、山都町から畜産農家の皆さんが自慢の牛と飼料作物等を出品され
ました。各部門での入賞結果をご紹介します。

第67回南阿蘇畜産共進会
　１．未経産の部
　　黒毛和種　若齢　
　　　名誉賞２席　あやめ号　　　　飯星一敏さん（柏）
　　　名誉賞３席　きくふじ号　　　山邉達也さん（橘）
　　　名誉賞４席　りんどう号　　　山口隆介さん（白石）
　　黒毛和種　壮齢
　　　名誉賞首席　うめひさ号　　　飯星一敏さん（柏）
　　　名誉賞３席　やまざくら号　　山口隆介さん（白石）
　２．登録牛の部
　　黒毛和種
　　　名誉賞首席　しらゆきはれ号　飯星一敏さん（柏）
　３．飼料作物の部
　　ヘイレージ
　　　名誉賞３席　イタリアンライグラス　山邊始壽さん（橘）

第14回宇城・上益城地域統一畜産共進会
　■肉用種牛１部（褐毛和種　未経産牛若齢の部）
　　　名誉賞６席　さかえ号　　　佐野家次さん（山田）
　■肉用種牛２部（褐毛和種　未経産牛壮齢の部）
　　　名誉賞４席　ゆずき四号　　本川　格さん（上寺）
　　　名誉賞５席　はな号　　　　中村雄次さん（高月）
　■肉用種牛５部（黒毛和種　未経産牛若齢の部）
　　　名誉賞首席　えみ号　　　　倉岡盛雄さん（下名連石）
　　　名誉賞２席　なな号　　　　西山裕也さん（芦屋田）
　■肉用種牛６部（黒毛和種　未経産牛壮齢の部）
　　　名誉賞首席　ゆり８号　　　下田孝文さん（荒谷）
　　　名誉賞３席　たかこ号　　　上村雄大さん（長田）
　■肉用種牛７部（黒毛和種　3産以上の経産牛の部）
　　グランドチャンピオン
　　　名誉賞首席　ひろみ22号　下田孝文さん（荒谷）
　■肉牛の部
　　　名誉賞　　　七光号　　　　松本辰昭さん（下名連石）
　　　名誉賞　　　あゆみ号　　　梅田十吾さん（千滝）
　■飼料作物の部
　　グランドチャンピオン
　　　名誉賞首席　イタリアンライグラス　福島浩二さん（長田山中）
　　　名誉賞３席　イタリアンライグラス　藤崎利夫さん（白小野）
　　　名誉賞７席　イタリアンライグラス　西山裕也さん（芦屋田）
　■堆肥の部
　　　名誉賞　　　山下牧場さん（郷野原）

黒毛和種の部　名誉賞首席黒毛和種の部　名誉賞首席
名号：しらゆきはれ号名号：しらゆきはれ号

出品者：飯星一敏さん（柏）出品者：飯星一敏さん（柏）

黒毛和種の部 グランドチャンピオン黒毛和種の部 グランドチャンピオン
名号：ひろみ22号名号：ひろみ22号

出品者：下田孝文さん（荒谷）出品者：下田孝文さん（荒谷）

第 14回宇城・上益城地域統一畜産共第 14回宇城・上益城地域統一畜産共
進会では同時に畜産フェスティバルが進会では同時に畜産フェスティバルが
開催され、たくさんの方があか牛の開催され、たくさんの方があか牛の
バーベキューを楽しみました。バーベキューを楽しみました。

山都町食生活改善推進員さんおすすめ秋野菜を使ったレシピ

1皿で野菜100g摂れます

■材料・分量（１人分）
　大根　………………　75ｇ
　かいわれ大根　……　25ｇ
　ロースハム　………　15ｇ
　マヨネーズ　………　５ｇ
　マスタード　………　３ｇ

大根に含まれるジアスターゼはでん
ぷんを分解して胃腸の消化を高める
働きがあり、胃を健康に保ちます。
胃腸薬のような野菜です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エネルギー 87Kcal　塩分 0.6g
■作り方
　①大根はせん切りにする。かいわれ大根は半分に切り、ハムは短冊に切る。
　②ボールにマヨネーズとマスタードを入れて混ぜ①を加えて混ぜる。

通潤橋の復興にむけて
～ 通潤橋の周辺において復旧工事を始めました ～

“仏像”が拾われています

仮復旧後の布田神社横から御小屋までの作業道
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集

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
に

つ
い
て
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者

精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
難
病
、
高
次
脳

障
が
い
、
身
体
障
が
い
の
う
ち
下
肢
障
が
い
、

内
部
障
が
い

▼
定
員　
　
　

５
名

▼
募
集
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で

▼
訓
練
期
間

平
成
29
年
１
月
６
日
㈮
か
ら
３
月
24
日
㈮
ま
で

▼
経
費

テ
キ
ス
ト
代
８
，
４
０
０
円
程
度

▼
訓
練
場
所

有
限
会
社
ア
ト
ム
開
発

熊
本
市
南
区
江
越
２
丁
目
１
６

－

１
４

※
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

（
０
９
６

－

３
７
８

－

０
１
２
１
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
出
張
所

（
０
９
６

－

２
８
２

－

０
０
７
７
）

農
業
大
学
校
新
規
就
農

支

援

研

修

生

募

集

　

農
業
大
学
校
で
は
、
就
農
に
必
要
な
栽
培
技

術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
農
業

研
修
生
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
プ
ロ
経
営
者
コ
ー
ス

就
農
予
定
時
に
45
歳
未
満
の
方
。
即
戦
力
と
し

て
本
格
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
方
が
対
象
。

▽
４
月
か
ら
３
月
中
の
週
５
日
（
月
か
ら
金
）

▽
午
前
８
時
50
分
か
ら
午
後
４
時
20
分
ま
で

▽
10
名
程
度

▼
実
践
農
業
コ
ー
ス

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
63
歳
以
下
の
方
。

農
産
物
販
売
を
目
指
す
方
が
対
象
。

▽
４
月
か
ら
12
月
中
の
週
３
日
（
月
、
水
、
金
）

▽
午
前
８
時
50
分
か
ら
午
後
４
時
20
分

▽
40
名
程
度

▼
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス

農
業
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
目
指
す
方
で
特

別
セ
ミ
ナ
ー
の
み
聴
講
す
る
方
が
対
象
。

▽
毎
月
１
回
の
全
８
回
（
原
則
第
４
水
曜
日
）

▽
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

▽
15
名
程
度

▼
受
講
料

無
料

※
傷
害
保
険
料
、
教
科
書
代
、
小
農
具
代
等
は
受

講
者
負
担
。

▼
申
込
期
間

12
月
１
日
㈭
か
ら
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫
午
後

５
時
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
１
月
31
日
㈫
の
当

日
消
印
有
効
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

（
０
９
６

－

２
４
８

－

６
６
０
０
）

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

11
月
の
年
金
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

　

11
月
11
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

※
今
月
は
会
場
が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

ひ
き
こ
も
り
出
張
相
談
会

　

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
対
人
交
流
や
社
会
参
加

が
長
期
に
難
し
く
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
ご

本
人
や
ご
家
族
へ
の
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
頃
よ
り
電
話
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
場
所

宇
城
保
健
所

（
宇
城
市
松
橋
町
久
具
４
０
０

－

１
）

▼
対
象
者

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
お
悩
み
の
18
歳
以
上
の

ご
本
人
、
ご
家
族
。

▼
申
込
方
法

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
月
・
火
・
木
曜
日
（
午
前
９
時
か
ら
12
時
、
午

後
１
時
か
ら
３
時
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

〜
ゆ
る
と
こ
〜（

０
９
６

－

３
８
６

－

１
１
７
７
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
強
化

週
間
中
は
人
権
相
談
活
動
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
常
時
、
専
用
電

話
番
号
で
ご
相
談
で
き
ま
す
。

▼
強
化
週
間

11
月
14
日
㈪
か
ら
18
日
㈮

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

11
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
専
用
相
談
窓
口

▽
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
０
５
７
０

－

０ゼロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

７
０

－

８
１
０
）

▽
相
談
担
当

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▽
相
談
を
受
け
る
事
項

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
に
よ
る
被
害
、
職
場
等
に
お
け
る
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
女
性
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

な
お
、
強
化
週
間
外
も
開
庁
日
の
午
前
８
時
30

募

集

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
０
９
６

－

３
６
４

－

２
１
４
５
）

人
権
セ
ン
タ
ー
（
72

－

２
０
３
１
）

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

▼
申
込

10
月
27
日
㈭
か
ら
11
月
18
日
㈮
ま
で

上
益
城
消
防
本
部
予
防
課
で
直
接
受
け
付
け
ま

す
。（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
）

会
場
の
都
合
に
よ
り
先
着
70
名
ま
で
と
い
た
し

ま
す
。

受
講
申
込
書
は
、
上
益
城
消
防
署
・
山
都
消
防
署
・

蘇
陽
出
張
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
上

益
城
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
講
料　

４
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
日
時

▽
11
月
24
日
㈭　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

▽
11
月
25
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

（
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
）

御
船
町
大
字
辺
田
見
１
６
９

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
益
城
消
防
組
合

（
０
９
６

－

２
８
２

－
１
９
５
５
）

「
か
み
ま
し
き
復
興
マ
ル
シ
ェ
」

　

上
益
城
地
域
の
魅
力
あ
る
特
産
品
や
農
産
品
、

観
光
資
源
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

上
益
城
の
お
い
し
い
、
た
の
し
い
、
す
ば
ら
し

い
が
大
集
合
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

10
月
30
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
場
所

再
春
館
製
薬
所
駐
車
場

益
城
町
寺
中
１
３
６
３

－

１

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会
事
務
局

（
０
９
６

－

２
８
２

－

３
０
４
４
）

町
有
財
産
の
一
般
競
争
入
札

　

町
有
財
産
一
般
競
争
入
札
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
課
監
理
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
札
に
参
加
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
込

み
が
必
要
で
す
。

▼
物
件

▽
所
在
地

合
志
市
幾
久
富
１
６
５
６

－
４
７
５

▽
地
目

宅
地
（
５
１
５
．
６
７
㎡
）

▽
構
造

木
造
合
金
メ
ッ
キ
鋼
板
葺
２
階
建

▽
延
床
面
積

２
３
９
．
３
１
㎡

▽
用
途

店
舗
・
事
務
所

▽
建
築
年
月
日

平
成
16
年
６
月
30
日

▼
日
時

　

11
月
25
日
㈮　

午
後
２
時

▼
場
所

　

山
都
町
役
場
２
階　

２

－

２
会
議
室

▼
落
札
者
の
決
定

町
算
定
価
格
以
上
の
最
高
入
札
者
を
も
っ
て
落

札
者
と
し
、
同
額
入
札
者
が
２
名
以
上
あ
る
場

合
は
、
く
じ
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
売
買
代
金

の
納
入
後
、
所
有
権
の
移
転
お
よ
び
引
渡
し
を

行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
間
額
７
１
５
円
（
※
10
月
１
日
㈯
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
事
業
所
、

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
０
９
６

－

３
５
５

－

３
２
０
２
）

　

山
の
都
創
造
課
（
72

－

１
１
５
８
）

平
成
28
年
度
民
間
緑
化

活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
で
は
、
民
間
に

お
け
る
緑
化
活
動
及
び
景
観
形
成
に
支
援
を
行
う

た
め
、
次
の
事
業
を
実
施
す
る
各
種
団
体
を
募
集

し
ま
す
の
で
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
公
共
用
地
の
緑
化

事
業
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
植
栽
活
動
事
業

地
域
の
住
民
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
公
共
用

地
に
新
規
の
植
栽
と
管
理
を
行
う
場
合

②
寄
せ
植
え
設
置
活
動
事
業

公
共
施
設
や
各
種
公
的
施
設
の
屋
外
に
寄
せ
植

え
プ
ラ
ン
タ
ー
等
を
設
置
・
植
栽
し
、
管
理
を

行
う
場
合

▼
主
な
条
件

植
栽
す
る
用
地
・
施
設
管
理
者
の
了
承
を
得
て
、

他
の
助
成
事
業
と
重
複
し
な
い
こ
と

▼
募
集
期
限

12
月
15
日
㈭
ま
で

【
花
い
っ
ぱ
い
運
動
支
援
事
業
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
公
園
や
公
民
館
等

へ
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
使
用
す
る
花
の
種
子

や
球
根
、
苗
を
年
に
２
回
交
付
し
、
そ
の
運
動

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限

▽
春
ま
き
・
春
植
え

11
月
21
日
㈪
か
ら
平
成
29
年
１
月
13
日
㈮
ま
で

【
沿
道
緑
化
モ
デ
ル
助
成
事
業
】

景
観
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
区
内
の
国
道
等

に
沿
っ
た
民
有
地
に
お
け
る
店
舗
な
ど
の
緑
化

事
業
の
う
ち
、
特
に
奨
励
モ
デ
ル
と
な
る
事
業

を
選
定
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限

12
月
15
日
㈭
ま
で

※
景
観
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
区

①
景
観
形
成
地
域

通
潤
橋
周
辺
と
矢
部
地
区
白
糸
台
地
全
域

②
特
定
施
設
届
出
地
区

国
道
２
１
８
号
の
う
ち
、
町
道
白
小
野
鶴
越
線
と

の
交
点
か
ら
県
道
河
内
矢
部
線
と
の
交
点
の
区
間

の
沿
道
で
路
端
か
ら
両
側
20
ｍ
以
内
の
区
域

※
支
援
条
件
の
詳
細
や
申
請
方
法
、
助
成
額
な
ど
、

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
山
都
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
事
務
局
（
熊
本

県
庁
都
市
計
画
課
内
）

（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
５
２
４
）

企
画
政
策
課
（
72

－

１
２
１
４
）

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
出
品
に
つ
い
て

　

第
18
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国

際
大
会
が
12
月
３
日
㈯
か
ら
４
日
㈰
に
か
け
て

菊
池
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
内
外
の
お
米
を
一
堂
に
集
め
、
審
査
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方

へ
農
林
振
興
課
に
申
込
用
紙
お
よ
び
米
袋
を
備

え
て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
都
町
の
美
味
し
い
お
米
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

多
く
の
方
々
の
出
品
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
審
査
対
象

平
成
28
年
産
米
（
玄
米
）　

２
㎏

▼
出
品
料

１
袋　
　

３
，
０
０
０
円

▼
期
限

　

10
月
31
日
㈪

※
農
林
振
興
課
へ
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
一

括
し
て
郵
送
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）

相

談

窓

口

お

知

ら

せ

イ

ベ

ン

ト

講

演
・

講

習
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　障がい者に関するマークと有料道路通行料金割引についてご紹介します。
●障がい者に関するマークについて

名　　称 概　　要　　等

【身体障がい者標識】 　肢体不自由であることを理由に免許に条件を付されている
方が運転する車に表示するマークで、マークの表示について
は、努力義務となっています。
　危険防止のやむを得ない場合を除き、このマークをつけた車
に幅寄せや割り込みを行った運転者は、道路交通法の規定によ
り罰せられます。

【聴覚障がい者標識】 　聴覚障がいであることを理由に免許に条件を付されている
方が運転する車に表示するマークで、マークの表示について
は、義務となっています。
　危険防止のやむを得ない場合を除き、このマークを付けた車
に幅寄せや割り込みを行った運転者は、道路交通法の規定によ
り罰せられます。

●有料道路通行料金割引について
　料金割引を利用されるときは、役場福祉担当窓口での事前登録が必要です。

○対象者
　（１）　障がい者本人が運転する場合
　　　　　　　身体障がい者手帳の交付を受けているすべての方
　（２）　障がい者本人以外が運転し、障がい者本人が同乗する場合
　　　　　　　身体障がい者手帳「旅客鉄道（株）旅客運賃減額１種」、療育手帳Aの方

○対象車両
　・「自家用・事業用の別」欄に「自家用」と記載されているもの
　・「用途」…乗用自動車、貨物自動車、二輪自動車（総排気量が 125㏄を超えるもの）　など

○割引率
　通常料金の 50％

○申請に必要なもの
　（１)　ETCを利用されない場合
　　 　　・身体障がい者手帳又は療育手帳
　　 　　・車検証
　（２）　ETCを利用される場合
　　 　　・身体障がい者手帳又は療育手帳
　　 　　・車検証
　　 　　・ETCカード（障がい者ご本人名義のもの）
　　 　　・ETC車載器セットアップ申込書

★詳しくは
　　役場健康福祉課福祉係までお尋ねください。

～ 申請及び問い合わせ先 ～
山都町役場　健康福祉課　72-1229
　清和支所　健康福祉係　82-2111
　蘇陽支所　健康福祉係　83-1111
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すくすく育て

１歳 １歳

１歳 １歳 １歳

１歳 １歳

保健センターだより
　国は医療費が年々増加する中、すべての健康保険組合に保健事業実施計画（データヘルス計画）
の策定を求め、保険者に健診や医療・介護のデータを活用した保健事業を推進しています。山都
町国民健康保険の保険者である山都町は、昨年度保健事業実施計画を策定し、計画に基づいた保
健事業を展開しています。

今年度の重点事業
・未受診者への受診勧奨：特に40～64歳の健診も治療も受けていない  491人
・消防団への簡易健診・保健指導の実施
・健康づくり推進員を中心に地区での糖尿病予防教室の実施　

数値目標（平成29年度まで）
・特定健診受診率　65%達成
・糖尿病治療中で、HbA1c7.0以上の者→10%減らす
・脳血管疾患の患者数の伸び率→３%以内

山都町国民健康保険 保健事業実施計画（データヘルス計画）から見えてきたこと

保健事業実施計画（データヘルス計画）に基づく保健事業

② 健診の耐糖能異常の状況

① 健診・保健指導 ③ 重症化予防対象者の治療状況

④ 重症化（入院１人当たり費用額）

⑤ 入院人数（１ヶ月100万円以上の者）

※(　)内の順位は、県内45市町村と2つの国
保組合を合わせた47の中での山都町の順位

※同規模とは、
　山都町と同規模の
人口の町村の平均で
す。

保健指導の様子

健診未受診者
　1,820人

健診も治療も受けて
いない

　629人
健診対象者全体の

　13.8％

　健診を受けていただき、生
活習慣病を早く見つけて、発
症を予防していきます！
　糖尿病の重症化を予防し
て、脳血管疾患を減らしてい
きます！

①～③ 健診の結果、
HbA1c（血糖の平均値）が基準値以上の人が多
い。治療中で、血糖のコントロールができてない人
が多い。
④⑤　糖尿病が重症化して、脳梗塞など脳血管疾患
を発症し、入院治療で医療費がかかっている。

  重点施策①　特定健診受診率の向上

  重点施策②　糖尿病の重症化予防
　　　　　　  脳血管疾患の予防
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交
通
標
語

山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
　〒861-3513  熊本県上益城郡山都町下市１５８

前号の訂正とお詫び
　９月 14 日発行第 138 号の広報やまとにおいて
誤りがありました。
　関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。
お詫びして訂正いたします。

○ 2016 馬見原火伏地蔵祭（14ページ）
　（誤）⑬造り物引き廻し
　（正）⑬ちびっこエイサー隊（二瀬本保育園）

○山都町行事予定表（裏表紙）
　（誤）９月 23日（金）乳幼児健診
　　　　（４ヶ月、７ヶ月　１歳児）／蘇陽支所
　（正）９月 23日（金）乳幼児健診
　　　　（３歳児）／蘇陽支所
　（誤）10月 16 日（日）乳幼児健診
　　　　（４ヶ月、７ヶ月　１歳児）／千寿苑
　（正）乳幼児健診の実施はありません

山都町の人口
〔平成 28年９月 30日現在〕

男

女

計

世帯

７，６４０人

８，２６１人

１５，９０１人

６，６３８戸

（－１２）

（－　６）

（－１８）

（－１１）

※（　）は前月比

※最高齢は 107歳〔女性１人〕

※平成 28年９月の出生者数　  1 人

※平成 28年９月の死亡者数　25人

山
本　

淳
子
さ
ん
（
米
生
）
作

渡
辺 　

勝
子

岩
永 　

周
子

高
田 

ゆ
か
り

本
田　

 

七
郎

小
野　

 

紀
子

岩
村 

ヨ
シ
子

木
下 

ス
エ
オ

本
田 

健
二
郎

山
下　

 

弘
子

田
中 

か
つ
み

菅　

 

清
次
郎

中
村　

 

暢
子

大
塚 　

叢
司

藤
本 　

於
蓮

原
田 

由
紀
子

勝
子

周
子

田
ゆ
か
り

七
郎

小
野

紀
子

村
ヨ
シ
子

ス
エ
オ

木本
田
健
二
郎

弘
子

つ
み

菅

清
次
郎

暢
子

塚

叢
司

大藤
本

於
蓮

原

由
紀
子

お
互
い
の　

命
を
守
る　

反
射
材

野
田　

け
い
子
（
一
般
）

安
全
は　

マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
と　

ゆ
と
り
か
ら
! !

佐
野　

眞
由
美
（
一
般
）

わ
た
し
た
ち
の
人
権  

139

　

誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

山
都
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
人
権
教
育
等
研
修
会

　

９
月
７
日
（
水
）
山
都
町
児
童
館
に

お
い
て
山
都
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
人

権
教
育
等
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
及
び
教
職

員
の
人
権
意
識
の
高
揚
と
、
人
権
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
教
育
に
お
け
る
指
導

者
と
し
て
の
資
質
向
上
及
び
所
属
毎
の

連
携
強
化
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

本
年
は
、
潤
徳
小
学
校
の
元
校
長
で

あ
っ
た
野
田
幸
孝
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

｢

他
人
と
過
去
は
変
え
ら
れ
な
い｣

を

演
題
に
、
野
田
さ
ん
が
教
職
員
時
代
に

培
わ
れ
た
知
識
や
知
見
を
基
に
現
代
の

子
ど
も
た
ち
の
取
り
巻
く
環
境
や
問

題
、
人
権
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
、｢

人
の

生
き
方
、
教
育
の
あ
り
方
、
家
族
の
あ

り
方
を
見
つ
め
直
す
よ
い
機
会
で
あ
っ

た｣
｢

家
庭
で
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方
が
子
育
て
に
重
要
と
い
う
こ
と
が
よ

り
理
解
で
き
ま
し
た｣

｢

子
育
て
、
学

校
教
育
の
両
面
を
人
権
教
育
の
視
点
か

ら
ご
講
演
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す｣
な
ど
た
く
さ
ん
の
ご
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

人権問題について考えてみましょ
う・・・

　

第
一
に
、
１
８
７
１
（
明

治
４
）
年
に
明
治
政
府
は
い

わ
ゆ
る｢

解
放
令｣

を
発
布
し
、

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
は
法

律
や
制
度
の
上
で
は
廃
止
さ

れ
た
も
の
の
、
翌
年
作
成
さ

れ
た｢

壬
申
戸
籍｣

に
は
依

然
と
し
て
差
別
呼
称
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に

国
が
閲
覧
禁
止
通
達
を
出
す

ま
で
、
差
別
に
利
用
さ
れ
て

き
た
こ
と
。

　

第
二
に
、
明
治
政
府
が
、
被

差
別
部
落
の
人
々
に
よ
り
広

く
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ

と
を
保
障
す
る
具
体
的
施
策

を
な
さ
ず
、
厳
し
い
差
別
と
貧

困
の
中
で
、
社
会
的
地
位
の

向
上
を
阻
ま
れ
て
き
た
こ
と
。

　

第
三
に
、
学
校
教
育
に
つ

い
て
は
現
憲
法
で
義
務
教
育

無
償
が
規
定
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
６
０
年

代
に
被
差
別
部
落
の
人
々
を

中
心
と
し
た
戦
い
に
よ
っ
て

教
科
書
が
無
償
と
な
る
ま
で
、

差
別
と
貧
困
に
よ
り
、
学
校

教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

人
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
。

　

第
四
に
、
日
本
社
会
は
近

代
的
な
市
民
社
会
の
性
格
を

求
め
つ
つ
も
、
社
会
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
封
建
的
な｢

家｣

意
識
に
基
づ
く
家
柄
、
格
式

を
重
ん
ず
る
考
え
方
が
残
り
、

上
下
関
係
や
支
配
服
従
関
係

を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
。

　

第
五
に
、
日
本
人
の
精
神

風
土
の
中
に
、
個
人
の
自
由

意
思
を
基
盤
に
行
動
す
る
の

で
は
な
く
、
伝
統
や
慣
習
に

と
ら
わ
れ
た
り
、
昔
な
が
ら

の
迷
信
や
女
性
蔑
視
な
ど
の

不
合
理
な
偏
見
を
無
批
判
に

受
け
入
れ
て
し
ま
う
風
潮
が

根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
、社
会
、経
済
、

文
化
な
ど
の
諸
要
因
が
、｢

同

和｣

問
題
を
現
在
ま
で
未
解

決
の
ま
ま
温
存
さ
せ
て
き
た

と
い
え
ま
す
。

21
世
紀　

人
権
の
世
紀
を
担

う
あ
な
た
に　

抜
粋

な
ぜ
、
現
在
ま
で
差
別
が
続
い
て
い
る
の
で
す
か
？

『12星座　イメージ展』
　出展者：松村　礼子
　期　間：平成28年10月１日（土）
　　　　　　～10月31日（金）15時まで
　あなたの星座は何でしょうか？
　おひつじ座　おうし座・・・それぞれのイメージを私なりに
ひろげてみました。
　見に来てもらえると嬉しいです。
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　フォトサークル山都運営局への写真の持
ち込みは山都町内の写真に限定いたしま
す。（内容は何でも結構です。）
　タイトル、撮影者、撮影場所、コメント
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ただきます。

　〒 861-3518
　熊本県上益城郡山都町浜町 187
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　フォトサークル山都事務局
　（パソコンショップあひる倶楽部）

「私の一枚」作品募集
応募方法

【コメント】：こころに残る大造り物

10月 11月
12水 清和地区移動図書 １火 集団健診／蘇陽支所

矢部地区文化祭／中央公民館

13木 子育てサロン／蘇陽支所 ２水 子育てサロン／蘇陽支所　 集団健診／清和保健センター
矢部地区文化祭／中央公民館　 清和地区文化祭／清和集落センター他

14金 　 ３木
文化の日　 集団健診／清和保健センター文化

うまかもんまつり／道の駅通潤橋　
清和

緑仙峡紅葉祭／緑仙峡フィッシングパーク
矢部地区文化祭／中央公民館　 清和地区文化祭／清和集落センター他

15土 くまもと地球元気村 in 山都／そよ風パーク
井無田フットパス ４金 集団健診／清和保健センター

矢部地区文化祭／中央公民館　 清和地区文化祭／清和集落センター他

16日 野田医院／☎ 72-0307
ここが○○のお店！アピール大作戦／大川町商店街 ５土 矢部地区文化祭／中央公民館

優秀映画鑑賞推進事業（上映会）／図書館ホール

17月 　 ６日
そよう病院／☎ 83-1122　　 青葉の瀬秋まつり
集団健診／清和保健センター　 清和大川フットパス
優秀映画鑑賞推進事業（上映会）／図書館ホール

18火 郡中学校英語暗唱大会／甲佐中
清和・蘇陽地区連合修学旅行／長崎・佐賀 ７月 集団健診／清和保健センター

19水 矢部地区移動図書
清和・蘇陽地区連合修学旅行／長崎・佐賀 ８火 集団健診／清和保健センター

就学時健診（中島・御岳・潤徳小）／千寿苑

20木 矢部地区移動図書
みんなで食事作り／つどいの広場シャベル ９水 広報やまと発行日　 集団健診／清和保健センター

マタニティ＆産後ママのヨガ／千寿苑

21金
矢部地区移動図書　 食農観光塾／山都町役場
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／清和保健センター
郡中学校駅伝大会／旧朝日小周辺　 法律相談日／千寿苑 10木 集団健診／千寿苑

22土 大造物集合商店街大感謝祭／芳田園跡地 11金 集団健診／千寿苑
就学時健診（清和・蘇陽・蘇陽南小）／蘇陽支所

23日 矢部広域病院／☎ 72-1121 12土 矢部高校文化祭

24月 集団健診／蘇陽支所 13日
高田整形外科／☎ 72-1007
第 12回支部体協対抗駅伝大会　 蘇陽峡もみじ祭葉／長崎鼻展望台
蘇陽地区文化祭／馬見原公民館　 下名連石フットパス

25火
子育てサロン／清和保健センター　 集団健診／蘇陽支所
山都町内中・高校生人権講演会／矢部中体育館
集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）５期口座振替日 14月 　

26水 山都町 PTA連絡協議会研修会／千寿苑
集団健診／蘇陽支所 15火 清和地区移動図書

第 5回山都塾／矢部高校（公開授業）

27木 集団健診／蘇陽支所
郡小学校音楽会／益城文化会館 16水 清和地区移動図書

就学時健診（矢部小）／矢部小

28金
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑
集団健診／蘇陽支所
郡中学校音楽会／益城文化会館 17木

みんなで食事作り／つどいの広場シャベル
乳幼児健診（３歳児）／千寿苑　 法律相談日／清楽苑
親の学びプログラム進行役養成講座／千寿苑

29土 わかもの会議／矢部高校 18金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑
清和地区子育て講演会／清和集落センター

30日 瀬戸病院／☎ 75-0111
集団健診／蘇陽支所 19土 第３回魅力アップ塾／金内公民館

大野フットパス

31月 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）５期納期限 20日
坂本クリニック／☎ 72-0210
第５回新町祭／新町通り商店街一帯
第４回棚田ウォーク＆感謝祭／布田神社横～通潤山荘駐車場

山都町行事予定表
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私の一枚

タイトル：八朔祭
撮 影 者：伴　俊幸
撮影場所：浜町


